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問題Ⅰ（択一問題） 
問題文および正解・解説 



Ⅰ－１ 次に挙げる太陽電池の種類のうち、最も不適切なものはどれか。 

①単結晶シリコン太陽電池 

②多結晶シリコン太陽電池 

③銅インジウムガリウムセレン（ＣＧＩＳ）太陽電池 

④色素増感太陽電池 

⑤固体酸化物形太陽電池 

答：⑤ 

「固体酸化物形」は燃料電池の一種。 

 

Ⅰ－２ 次のうち、電力系統の短絡容量軽減対策として最も不適切なものはどれか。 

 ①変圧器の高インピーダンス化 

 ②限流リアクトルの設置 

 ③系統のループ状運用 

 ④変電所の母線分割による系統構成の変更 

 ⑤交直変換装置の導入による系統の分割 

答：③ 

ループにすると短絡容量は増加する。 

 

Ⅰ－３ 次の記述のうち、大型火力発電所設備の送電端熱効率を高めるのに最も不適切なものはどれか。 

 ①蒸気圧力を高くする。 

 ②給水を加熱する。 

 ③所内比率を低くする。 

 ④蒸気を再熱する。 

 ⑤排ガス中の酸素濃度を高めにする。 

答：⑤ 

排ガス中の酸素濃度を高めにすると排ガス損失が生じる。 

 

Ⅰ－４ 我が国のエネルギー基本計画には、二次エネルギー構造において、電気が引き続き中心的な役割を果たしてい

くために必要な方向性が挙げられている。次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 

 ①全国大でバランスの取れた電源と系統の整備・確保 

 ②特定の電源や燃料源に依存度を高めた電源構成 

 ③再生可能エネルギー等の分散電源を組み合わせた電力供給 

 ④ピーク対策による電力の負荷平準化 

 ⑤送配電網における調整電源や蓄電池などの系統安定化対策 

答：② 

バランスのとれたエネルギーミックスが必要である。 



Ⅰ－５ 動力用として使用する永久磁石同期発電機の特徴に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 

 ①永久磁石で形成する界磁磁束を直接制御することができる。 

 ②電源を遮断しても回転による起電力が発生するため、永久磁石同期発電機とインバータとの間に接触器を設けるの

が一般的である。 

 ③同定格出力かつ同定格回転数の誘導電動機と比較して、高効率であるため大型になる。 

 ④誘導電動機と同様、１台の大容量インバータで複数の永久磁石同期発電機を並列することが可能である。 

 ⑤表面磁石形と埋込磁石形があるが、高速回転用の埋込磁石形永久磁石同期発電機では遠心力による磁石の飛散を防

止するため、磁石外周に非磁性体の保護管を設ける。 

答：② 

①界磁が永久磁石のため界磁磁束を直接制御できない。 

 ③高効率で小型となる。 

 ④ＰＭＳＭでは磁極位置に応じて電流を制御する必要があり，ＩＭのように１台のインバータで複数台のＰＭＳＭを

並列運転することはできない。 

 ⑤表面磁石形同期電動機（ＳＰＭＳＭ）では保護管が必要であるが、埋込磁石形同期電動機（ＩＰＭＳＭ）では不要。 

 

Ⅰ－６ 電磁環境に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 

 ①エミッションとは、ある発生源から電磁エネルギーが放出する現象である。 

 ②イミュニティとは、電磁妨害による機器、装置又はシステムの性能低下の発生しやすさである。 

 ③電磁障害とは、電磁妨害によって引き起こされる装置、伝送チャネル又はシステムの性能劣化のことである。 

 ④電磁妨害とは、機器、装置又はシステムの性能を低下させる可能性があり、あるいは生物、無生物にかかわらずす

べてのものに悪影響を及ぼす可能性のある電磁現象である。 

 ⑤電磁両立性とは、装置又はシステムの存在する環境に置いて、許容できないような電磁妨害をいかなるものに対し

ても与えず、かつ、その電磁環境において満足に機能するための装置又はシステムの能力のことである。 

答：② 

性能低下の発生しやすさ×→性能低下せずに動作することができる能力○ 

 

 

  



１－７ 電気回路理論に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 

 ①アドミタンスとは、インピーダンスの逆数であり、その実数部をコンダクタンス、虚数部をサセプタンスという。 

 ②高調波の実効値を基本波の実効値で除した値がひずみ率であり、ひずみ波が正弦波からどの程度ひずんでいるかを

表す。 

 ③ひずみ波の実効値は、直流分と基本波分及び高調波実効値の各々の２乗の和の平方根で求めることができる。 

 ④時間に対して正弦的に変化する電圧、電流を正弦波交流といい、電圧ｅは一般にｅ＝Ｅｍ sin（ωｔ＋θ）と表さ

れる。 

 ⑤電圧がｅ＝Ｅｍ sinωｔのとき回路に流れる電流がｉ＝Ｉｍ sin（ωｔ－θ）（ただしθ>０）であれば、電圧は電

流より位相がθ遅れていることを示す。 

答：⑤ 

電圧は電流より位相がθ遅れている×→電流は電圧より位相がθ遅れている○ 

 

Ⅰ－８ 燃料電池に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 

①燃料電池は理論的なエネルギー変換効率が高いだけでなく、硫黄酸化物や窒素酸化物などの排出がきわめて少ない。 

②発生する電圧は、１つの燃料電池セルで１２Ｖ程度であるため、動力用途として用いる場合、多数を直列接続で積

層する必要がある。 

③固体高分子形は、起動が早く運転温度が高いため小型用途に適するが、高価な白金触媒を使用する。 

④燃料電池自動車は、燃料に水素ガスなどを用いるため、新たなインフラ整備が不可欠である。 

⑤携帯電話などの電源用途として、メタノールを燃料とする小型燃料電池の開発も進められている。 

答：② 

リン酸形燃料電池などの水素・酸素型燃料電池の１セル起電力は約１．２Ｖ、溶融炭酸塩形燃料電池の１セル起電力は

約１．０Ｖである。 

 

Ⅰ－９ 無線ＬＡＮ等で使用されている２．４ＧＨｚ帯の電波に対する半波長ダイポールアンテナの長さとして、最も

近いものはどれか。ただし、波長短縮率は考えないものとする。 

 ①１ｃｍ ②２ｃｍ ③６ｃｍ ④９ｃｍ ⑤３０ｃｍ 

答：③ 

λ＝ｃ／ｆ＝（３×１０＾８）／（２．４×１０＾９）＝１２．５ｃｍ 半波長ダイポールアンテナの長さはλ／２な

ので６．２５ｃｍ。 

 

Ⅰ－１０ コイルの品質を表す指標Ｑが７０で、インダクタンスが１００μＨのコイルと、無損失とみなせる容量 

１００ｐＦのコンデンサがある。いまこのコイルとコンデンサとで、並列共振回路を作ったとする。この回路が共振

したときの２端子インピーダンスに最も近い値はどれか。 

 ①３０ｋΩ ②５０ｋΩ ③７０ｋΩ ④７５ｋΩ ⑤８０ｋΩ  

答：③ 

Ｑ＝1/Ｇ×√（Ｃ/Ｌ） → Ｒ＝1/Ｇ＝Ｑ×（Ｌ/Ｃ）＝70×√（（100×10-6）／（100×10-12））＝70000Ω＝70ｋΩ 



Ⅰ－１１ 帰還に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 

 ①出力電流に比例した負帰還をかけると出力抵抗は下がらない。 

 ②負帰還において、位相余裕は遅れ補償によって大きくできる。 

 ③十分な負帰還をかければ、増幅器の出力側で発生す歪は低減できる。 

 ④正帰還は増幅器の利得にかかわらず必ず発振する。 

 ⑤負帰還において、利得余裕は大きい方が安定である。 

答：④ 

正帰還回路のループ利得がある条件のとき発振する。必ず発振するということはない。 

 

Ⅰ－１２ 次のうち、温度差を電気量に変換するセンサにおいて用いられている変換原理として、最も適切なものはど

れか。 

 ①レベル変換 ②誘導放出 ③ミラー効果 ④ペルチェ効果 ⑤ゼーベック効果 

答：⑤ 

熱電対の原理である。 

 

Ⅰ－１３ ＩＰｖ４（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ｖｅｒｓｉｏｎ ４）及びＩＰｖ６（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ 

Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ｖｅｒｓｉｏｎ ６）に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 

 ①ＩＰｖ４の通信ではユニキャスト、マルチキャストなどがあり、さらにＩＰｖ６の通信ではブロードキャストがあ

る。 

 ②ＩＰｖ６のアドレス表記は、２００１：０ｄｂ８：００００：０００１：００００：００００：００００：０００

１を２００１：ｄｂ８：：１：：１ と省略することができる。 

 ③ＩＰｖ６ヘッダのＩＰアドレス長は、ＩＰｖ４ヘッダのＩＰアドレス長の４倍で、ヘッダのフィールド数もＩＰｖ

６ヘッダの方が多くなっている。 

 ④ＩＰｖ６では、ＩＰｖ４のＣＩＤＲ（Ｃｌａｓｓｌｅｓｓ Ｉｎｔｅｒ－Ｄｏｍａｉｎ Ｒｏｕｔｉｎｇ）方式を

踏襲しているが、クラスの概念は存在する。 

 ⑤ＩＰｖ６ ｏｖｅｒ Ｉｐｖ４トンネリングは、ＩＰｖ４ヘッダによるカプセル化を行うことでＩＰｖ６ネットワ

ーク同士を接続するものである。 

答：⑤ 

①ＩＰｖ６アドレスは、ユニキャスト、マルチキャスト、エニーキャストの３種。ブロードキャストはない。 

 ②００００１つだけの場合、：：による省略はできず、０とする。２００１：ｄｂ８：０：１：：１ が正しい。 

 ③ヘッダのフィールド数はＩＰｖ４は２０～６０バイト可変長、ＩＰｖ６は４０バイト固定長。 

 ④ＣＩＤＲはＩＰｖ６でも踏襲してされているが、クラスの概念はない。 

 

  



Ⅰ－１４ あるディジタル情報を伝送する際に１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）を用いるとする。こ

のときシンボルレートが９６００（シンボル／秒）であったとする。この場合のデータ伝送速度（ビット／秒）の値

は次のうちどれか。 

 ①９６００ビット／秒 

 ②１２８００ビット／秒 

 ③１９２００ビット／秒 

 ④２８８００ビット／秒 

 ⑤３８４００ビット／秒 

答：⑤ 

１６ビット＝２＾４   ９６００シンボル／秒×４＝３８４００ビット／秒 

 

Ⅰ－１５ シングルモード光ファイバの分散に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 

 ①シングルモード光ファイバの分散の１つに、波長分散がある。 

 ②シングルモード光ファイバの波長分散は、材料分散と構造分散の和である。 

 ③シングルモード光ファイバの分散は、その光ファイバ中を伝搬する光パルスの広がりに影響を与える。 

 ④偏波モード分散は、シングルモード光ファイバ中の直交する２つの偏波モード間の伝送損失差により生じる。 

 ⑤構造分散は光ファイバの構造によって決まり、その値は屈折率分布の構造を変えることによって変化させることが

できる。 

答：④ 

伝送損失差×→伝搬時間差○ 

 

Ⅰ－１６ ３Ｇ（第三世代移動通信）やＬＴＥ（Ｌｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）で用いられる携帯電話の

無線基地局に関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。 
 ①無線基地局は、そのカバーする範囲内に存在する個々の端末に対して固定的に一定の上り回線の資源（タイムスロ

ットや帯域幅）を割り当てる。 
 ②無線基地局は、数百ｋｍの半径の地域をカバーする。 
 ③無線基地局は、送信電力増幅、受信用の低雑音増幅、ベースバンド信号処理などの機能をもつ。 
 ④無線基地局は、１つの携帯電話事業者が設置する隣接した局間でも同じ周波数を用いることができない。 
 ⑤無線基地局は、それぞれ全く独立に動作し、基地局間で情報の授受は行わない。 
答：③ 
（解説省略） 
 
  



Ⅰ－１７ 照明設備に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
 ①商品が目立つようにベース照明を抑え、ミニハロゲン電球使用のスポットライトを用いて、照度を上げて宝飾店舗

のショーウィンドウの演出を行った。 
 ②相関色温度２８００Ｋの光源を用いて、高照度な店舗を設計することにより、涼しげな空間を演出した。 
 ③相関色温度４５００Ｋの光源を用いて、事務室の平均照度７５０ｌｘを確保した。 
 ④間接照明でベース照度２００ｌｘを確保し、相関色温度の低い光源を用いたフロアースタンドで、落ち着いた居間

の雰囲気を演出した。 
 ⑤相関色温度３５００Ｋの光源を用いて、輝度を抑えた光天井（格子ルーバー）として、明るく落ち着いた会館のロ

ビーを計画した。 
答：② 
２８００Ｋ～３２００Ｋは橙～黄で、温かみのある電球色である。 
 
Ⅰ－１８ 電気さくに関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
 ①電気さくに電気を供給する電路には、容易に開閉できる箇所に専用の開閉器を施設する。 
 ②電気さくを設置した場所には、危険である旨を表示する。 
 ③電気さくは、田畑や牧場などで、野生動物の侵入や家畜の脱出を防止する装置である。 
 ④人が容易に立ち入る場所に電気さくを施設する場合、電気さくの電源装置に電力を供給する３０Ｖ以上の電路に設

置する漏電遮断器の定格感度電流は１００ｍＡである。 
 ⑤電気さく用電源装置のうち、衝撃電流を繰り返し発生するものは、無線設備の機能に継続的かつ重大な障害を与え

るおそれのある場所に設置してはならない。 
答：④ 
当該電路には次に適合する漏電遮断器を施設することとされている。 
イ 電流動作型のものであること。 
ロ 定格感度電流が１５ｍＡ以下、動作時間が０．１秒以下のものであること。 
（「電気設備に関する技術基準を定める省令」第７４条、「電気設備の技術基準の解釈」第１９２条） 
 
Ⅰ－１９ 有害物質の電気・電子機器への使用を制限するＥＵのＲｏＨＳ（Restriction of the use of certain Hazardous 

Substances in electrical and electronic equipment）指令による禁止物質に該当しないものは次のうちどれか。 
 ①カドミウム（Ｃｄ） ②鉛（Ｐｂ） ③六価クロム（Ｃｒ６＋） ④水銀（Ｈｇ） ⑤六フッ化硫黄（ＳＦ６） 
答：⑤ 
六フッ化硫黄はガス遮断器やＧＩＳ、ガス絶縁Ｔｒなどに優れた絶縁・消弧媒体として多用される。ただし温室効果ガ

スである。 
 
  



Ⅰ－２０ 低圧三相誘導電動機に関する次の記述のうち、最も不適切なものはどれか。 
 ①契約電力２２０ｋＷの需要家構内において、定格出力３０ｋＷの三相誘導電動機を指導する場合、始動装置を省略

することができる。 
 ②三相誘導電動機の始動装置として、電圧と周波数が可変なインバータ（ＶＶＶＦインバータ） を使用できる。 
 ③ 三相誘導電動機の電力配線が専用の分岐回路から供給されている場合、点検用の開閉器を省略することができる。 
 ④３．７ｋＷ以下の三相誘導電動機は、始動装置を省略することができる。 
 ⑤２００Ｖ三相誘導電動機単体に用いる、力率改善用コンデンサの取付容量は、一般に、６０Ｈｚ地区と５０Ｈｚ地

区で用いる容量が異なる。 
答：① 
内線規程において、契約電力８０ｋＷ以上の需要場所では、契約電力の１／１０以下の出力の電動機は始動装置を省略

することができるが、１／１０を超えている。 



  

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-1 発送配変電～ 
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枚 数 

( 1 )  洋 上 風 力 発 電 の 問 題 点  

 洋 上 風 力 発 電 の 技 術 的 課 題 は 以 下 の 通 り 。  

① 塩 害 ・ 腐 食 の 問 題  

 設 備 は 海 洋 上 に あ る た め 、 風 車 が 受 け る 風 に は 塩 分

を 含 ん で い る 。 ま た 、 構 造 的 に 最 も 厳 し い 箇 所 で あ る

支 柱 の 根 本 は 、 台 風 等 の 強 風 時 に 塩 水 が 直 接 吹 き 付 け

ら れ る こ と と な る 。 こ れ ら の 塩 分 に よ り 風 車 や 支 柱 に

腐 食 が 生 じ 、 最 悪 の 場 合 は 風 車 の 落 下 や 折 損 の 原 因 と

な る 。  

 ② 保 守 、 故 障 へ の 対 応  

洋 上 に あ る 設 備 で あ る こ と か ら 保 守 、 作 業 員 が 地 上 設

備 ほ ど 容 易 に ア ク セ ス で き な い 点 が 理 由 で あ る 。 天 候

の 影 響 を 受 け や す い た め 、 故 障 が 生 じ て も 状 況 に よ っ

て は 対 応 が 不 可 能 と な る 。 作 業 に は ヘ リ コ プ タ ー や 船

を 使 用 す る 必 要 が あ り 、 保 守 や 修 理 に 掛 か る 費 用 や 時

間 が 地 上 設 備 と 比 較 し て 大 と な る 。  

(  当 然 で あ る が 、 工 事 費 も 大 で あ る )  

 ③ ケ ー ブ ル 電 圧 降 下  

 洋 上 発 電 に は 安 定 し た 大 き な 風 力 が 必 要 で あ る が 、

陸 地 の 影 響 を 無 く す た め 沖 合 に 設 備 を 建 設 す る こ と が

好 ま し い 。 す る と 海 洋 発 電 設 備 と 陸 地 を 結 ぶ ケ ー ブ ル

も 長 く な り 、 こ こ で 発 生 す る の が 電 圧 降 下 の 問 題 で あ

る 。  ケ ー ブ ル が 長 く な る と 、 熱 と し て ロ ス す る 電 力

も 大 き く な る た め 、 十 分 な 機 能 を 発 揮 す る こ と が で き

な い 。  
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技術

部門
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1

枚中
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鉄道用変電設備設計 

枚 数 

( 2 )  上 記 問 題 の 解 決 法  

 保 守 、 故 障 へ の 対 応 を 容 易 と す る た め に は 、 た だ 洋

上 に 風 力 発 電 の 風 車 と タ ー ビ ン を 設 置 す る だ け で な く 、

海 洋 プ ラ ン ト の よ う に 保 守 ・ 作 業 員 が 滞 在 す る 詰 所 や 、

予 備 の 部 品 な ど を ス ト ッ ク し て お く 倉 庫 も 併 せ て 建 設

す る 。 こ の よ う に す れ ば 、 船 や ヘ リ コ プ タ ー を 使 用 す

る 必 要 が な く な る と 共 に 、 不 具 合 個 所 の 発 見 や 故 障 に

対 す る 対 応 も 早 く な る 。  

ま た 、 海 中 ケ ー ブ ル を そ  

れ ぞ れ 地 上 設 備 ま で 敷 設  

す る の で は な く 、 洋 上 に  

電 気 室 (  も し く は 変 電 所  

も 建 設 し て ケ ー ブ ル を 集  

約 す れ ば 、 ケ ー ブ ル 総 延  

長 は 削 減 さ れ 、 保 守 費 用  

も 削 減 す る こ と が 可 能  

と な る 。  

 (  変 圧 器 で 昇 圧 す れ ば 、 ケ ー ブ ル 電 圧 降 下 も 削 減 す

る こ と が で き る )  

 

( 3 )  解 決 方 法 に 潜 む リ ス ク に 関 す る 分 析 ・ 評 価  

 上 記 解 決 法 に よ る リ ス ク の 分 析 評 価 を 実 施 す る 。  

① 建 設 費 の 増 大  

倉 庫 や 電 気 室 (  変 電 所 ) を 設 け る と い う こ と は 強 固

な 構 造 体 や そ れ に 伴 う 基 礎 が 必 要 と な る 。 材 料 費 、 工
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枚 数 

事 費 、 施 工 期 間 が 共 に 増 大 す る こ と と な る 。  

 海 洋 で あ る こ と か ら 、 工 事 費 や 施 工 期 間 増 大 の 要 因

は 基 礎 工 事 で あ る と 思 わ れ 、 詳 細 な 地 質 調 査 を 実 施 し

て 設 備 計 画 を 策 定 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 送 電 ケ ー ブ ル が 集 約 さ れ た 場 合 、 そ の ケ ー ブ

ル に 事 故 が 起 こ る と 設 備 全 体 が ダ ウ ン す る と い う リ ス

ク が あ る が 、 点 検 や 保 護 を 確 実 に 行 う こ と に よ り 、 こ

の リ ス ク も 低 減 可 能 で あ る 。  

 ② 海 上 に 駐 在 す る こ と に よ る 危 険 性  

 保 守 ・ 作 業 員 が 駐 在 し た 場 合 は 、 設 備 が 海 上 で あ る

こ と か ら 周 囲 に 逃 げ 場 が 無 く 、 人 命 に 対 す る リ ス ク が

生 ず る 。 こ れ に 関 し て は 、  

 ・ 救 命 ボ ー ト の 配 置  

 ・ 遠 方 で の 設 備 監 視  

を 実 施 す る 。  

遠 隔 で の 設 備 監 視 と は 、 陸 地 の 制 御 所 に お い て 洋 上

風 力 発 電 所 の 監 視 を 行 い 、 異 常 時 に は 警 報 を 受 信 す る

構 造 と す る こ と で あ る 。 洋 上 風 力 発 電 所 に て 事 故 や 災

害 が 発 生 し た 時 に は 、 必 要 に 応 じ て 即 座 に 救 援 等 の 対

応 を 行 う も の で あ る 。  

大 型 艦 船 や 石 油 海 上 プ ラ ン ト も こ れ ら を 装 備 し て い

る た め 、 実 績 も あ る 。 よ っ て 、 リ ス ク は 生 じ る も の の 、

適 正 な 対 処 を す れ ば こ の リ ス ク を 無 く す こ と が で き る

と い え る 。  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-2 電気応用～ 























 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-3 電子応用～ 























 



 
 

















 
 



 



 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-4 情報通信～ 
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3
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枚 数 

1 . レ ベ ル 3 及 び レ ベ ル 4 の 運 転 自 動 化 を 実 現 す る た め

に 重 大 と な る 課 題  

 1 - 1 . レ ー ダ ー や カ メ ラ の 故 障 対 策  

 自 動 運 転 に お い て は 、 人 間 の 目 の 代 わ り に レ ー ダ ー

や カ メ ラ が 自 動 車 の 目 と な る 。 こ の レ ー ダ ー や カ メ ラ

に 故 障 が 生 じ た 場 合 、 障 害 物 を 認 識 で き ず 事 故 を 起 こ

す 危 険 が あ る 。 装 置 の 性 質 上 、 故 障 が 起 き る 前 に 対 処

す る 予 防 保 全 が 望 ま し い 。  

 1 - 2 . 標 識 の 認 識  

 人 間 は 標 識 に よ り 道 路 交 通 上 の 注 意 事 項 を 知 る こ と

が で き る が 、 自 動 車 は 感 知 で き な い 。 こ れ ら の 情 報 を

取 得 す る 仕 組 み が 必 要 と な る 。  

 1 - 3 . 危 険 発 生 時 の 判 断  

 運 転 中 に 事 故 を 避 け ら れ な く な っ た 場 合 、 ど の よ う

な 操 作 を 選 択 す る の か が 問 題 と な る 。 人 間 は 瞬 時 に 被

害 の 少 な い で あ ろ う 意 思 決 定 を す る が 、 自 動 運 転 で は

ど の よ う に 判 断 を 行 う の か 。  

 1 - 4 . 悪 天 候 で の 運 転  

 雨 や 雪 の 環 境 下 で は レ ー ダ ー に 障 害 物 が 映 り 込 む 。

ま た ブ レ ー キ に 必 要 な 距 離 も 変 わ っ て く る 。 状 況 に 応

じ た 調 整 が 必 要 と な る 。  

 1 - 5 . 省 電 力 化  

 自 動 運 転 に お い て は 通 常 の 車 両 と 比 較 し て 多 く の セ

ン サ 機 器 が 必 要 と な り 常 に 稼 働 し て い る 必 要 が あ る 。

車 内 の 消 費 電 力 が 増 大 す る が 、 長 時 間 運 転 を 続 け る た
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め に 電 力 を 抑 え る 必 要 が あ る 。  

 1 - 6 . 運 転 ソ フ ト ウ ェ ア の 故 障 対 策  

 信 頼 性 が 要 求 さ れ る ソ フ ト ウ ェ ア に 対 し て は 限 り な

く 故 障 率 を ゼ ロ に す る こ と が 望 ま し い 。 し か し 現 実 に

は 、 ソ フ ト エ ラ ー な ど の 突 発 的 な 原 因 も 含 め て 、 実 現

は 困 難 で あ る 。 二 重 化 な ど の 対 策 が 求 め ら れ る が 故 障

を ど う 判 断 す る か が 課 題 で あ る 。  

2 . も っ と も 重 要 と 考 え ら れ る 課 題  

 2 - 1 . カ メ ラ や レ ー ダ ー の 故 障 対 策  

 自 動 運 転 に お い て 目 の 役 割 を 果 た す 機 器 の 予 防 保 全

が 重 要 な 課 題 で あ る と 考 え る 。  

（ 技 術 的 な 提 案 ）  

機 器 が 故 障 し て か ら 交 換 す る わ け に は い か な い た め 、

予 め 交 換 時 期 を 決 め て お く 必 要 が あ る 。 し か し 、 機 器

の 故 障 が 発 生 す る タ イ ミ ン グ は 個 々 の バ ラ ツ キ が あ る 。

そ こ で 、 機 器 の 状 態 の 推 移 を 監 視 し て お き 、 あ る 基 準

値 以 下 に な っ た と き 交 換 を 促 す シ ス テ ム を 提 案 す る 。

リ ア ル タ イ ム ま た は 数 秒 お き に 電 圧 な ど の デ ー タ を 送

信 し 劣 化 を 判 断 で き る よ う に す る 。 過 去 の デ ー タ を 蓄

積 す る こ と に よ っ て 故 障 の き っ か け を 抽 出 す る こ と も

期 待 で き る 。  

 2 - 2 . 標 識 の 認 識  

 標 識 に は 運 転 上 重 要 な 情 報 が 含 ま れ て お り 、 こ れ を

自 動 運 転 に 認 識 さ せ る こ と が 重 要 で あ る 。 ま た 、 交 通

整 理 員 の 誘 導 な ど に も 従 う 必 要 が あ る 。  
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（ 技 術 的 な 提 案 ）  

 ま ず 1 つ の 方 法 と し て 地 図 シ ス テ ム に 標 識 の 内 容 を

盛 り 込 む 方 法 が あ る 。 し か し 標 識 に は 時 間 的 制 約 の あ

る も の や 工 事 中 の 臨 時 の 標 識 、 交 通 整 理 員 の 誘 導 な ど

が あ り 地 図 シ ス テ ム の 更 新 に お い て 限 界 が あ る 。  

 そ こ で 、 標 識 の 数 十 メ ー ト ル 前 の 地 点 に ト ラ ン ス ポ

ン ダ を 設 備 し 、 車 上 と 通 信 さ せ る 方 法 を 提 案 す る 。 ト

ラ ン ス ポ ン ダ の 電 文 は 書 き 換 え 可 能 と す る 。 車 両 が 当

該 箇 所 を 通 過 す れ ば 自 動 的 に 標 識 の 内 容 を 認 識 で き る 。

3 . 実 用 化 す る 際 に 生 じ 得 る ト ラ ブ ル 等 の 問 題 点  

 3 - 1 . 装 置 の 増 加  

 予 防 保 全 と 状 態 監 視 を 行 わ せ る こ と に よ っ て 車 上 装

置 が 増 え る こ と と な る 。 設 置 ス ペ ー ス の 増 加 、 送 受 信

デ ー タ の 増 加 、 消 費 電 力 の 増 大 が 問 題 と な る 。  

（ 技 術 的 な 対 処 方 法 ）  

 同 じ 機 能 を 持 つ 装 置 を ま と め る こ と で 装 置 の 数 を 減

ら す 。 例 え ば 、 1 台 の 監 視 装 置 で 複 数 の レ ー ダ ー の 劣

化 を 監 視 で き る よ う に す る 。  

 3 - 2 . コ ス ト の 増 大  

 ト ラ ン ス ポ ン ダ を 設 備 す る こ と で 施 工 コ ス ト が 増 大

す る 。  

（ 技 術 的 な 対 処 方 法 ）  

 1 台 の ト ラ ン ス ポ ン ダ に 複 数 の 情 報 を 持 た せ 、 共 用

で き る 箇 所 を 洗 い 出 す こ と で 、 設 置 台 数 の 最 少 化 を 計

画 す る 。  



選択科目   情報通信      科目 
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1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     ３枚中 

技術部門    電気電子     部門 

専門とする事項 道路情報システムネットワーク 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

H28-Ⅲ-2 ビッグデータと匿名

 近 年 、 我 が 国 は ブ ロ ー ド バ ン ド や 、 携 帯 ネ ッ ト ワ ー

ク が 普 及 し 、 S N S や メ ー ル の 利 用 に よ る デ ー タ が 増 加

し て い る 。 動 画 や G P S 位 置 情 報 等 か ら 構 成 さ れ る ビ ッ

グ デ ー タ の 活 用 に つ い て 、 企 業 で は 集 客 や 利 益 向 上 に

用 い 、 国 や 自 治 体 で は 災 害 支 援 等 に 用 い る 。 よ っ て ビ

ッ グ デ ー タ を 企 業 か ら 国 ・ 地 方 自 治 体 ま で 幅 広 く 扱 う

場 合 を 想 定 し 、 以 下 に 述 べ る 。  

1 .  匿 名 性 の 視 点 か ら 検 討 す べ き 課 題  

( 1 )  S N S ・ メ ー ル デ ー タ の 匿 名 性 確 保  

個 人 を 特 定 で き る 情 報 の マ ス ク 処 理 等  

( 2 )  分 析 目 的 別 の デ ー タ 抽 出  

 分 析 し や す い よ う 一 次 処 理 を 行 う  

( 3 )  リ ア ル タ イ ム 処 理  

 G P S に よ る 位 置 情 報 等 は 、 個 人 の 位 置 を 特 定 す る も

の で あ り 、 匿 名 性 を リ ア ル タ イ ム で 確 保 す る 必 要 が あ

る 。  

( 4 )  画 像 動 画 デ ー タ の 匿 名 性 確 保  

公 共 の 場 で 撮 影 さ れ た 写 真 や 動 画 等 は 一 度 イ ン タ ー ネ

ッ ト に ア ッ プ ロ ー ド さ れ る と 、 修 正 は 事 実 上 困 難 で あ

る 。 よ っ て 、 ア ッ プ ロ ー ド す る 前 に マ ス ク 処 理 を 行 う

必 要 が あ る 。  

( 5 )  セ キ ュ リ テ ィ  

収 集 情 報 は 保 護 対 象 で あ る た め 、 対 応 を 検 討 す る 。  
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2 .  技 術 的 対 策 項 目  

( 1 )  S N S ・ メ ー ル デ ー タ の 匿 名 性 確 保  

 S N S や メ ー ル は デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト が 決 ま っ て い る

た め 、 ア ド レ ス や 宛 先 等 の 抽 出 が 可 能 で あ る 。 本 文 等

は 、 テ キ ス ト 照 合 に よ る 抽 出 が 可 能 で あ る 。  

( 2 )  分 析 目 的 別 の デ ー タ 抽 出  

 商 用 、 災 害 支 援 等 の 目 的 に 応 じ た 匿 名 性 の 扱 い が あ

る 。 得 に 災 害 支 援 に 用 い る 場 合 は 、 生 存 確 認 や 避 難 経

路 の 指 示 、 支 援 情 報 に 必 要 な た め 、 匿 名 性 よ り 優 先 す

べ き で あ る 。  

( 3 )  画 像 動 画 デ ー タ の 匿 名 性 確 保  

 現 在 、 生 体 認 証 に お け る 顔 認 識 等 の 画 像 処 理 技 術 が

進 歩 し て お り 、 マ ス ク 処 理 に 応 用 可 能 で あ る 。  

( 4 )  リ ア ル タ イ ム 処 理 ・ セ キ ュ リ テ ィ  

 ビ ッ グ デ ー タ の 8 0 % を 占 め る と さ れ る 非 構 造 化 デ ー

タ へ の マ ス ク 処 理 は 、 リ ア ル タ イ ム に 行 わ な け れ ば 間

に 合 わ な い 。 ま た デ ー タ の 大 半 が ク ラ ウ ド 上 に あ る こ

と か ら 、 次 の シ ス テ ム に よ る 匿 名 性 確 保 を 行 う 。  
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3 .  重 要 と 考 え る 技 術 的 対 策 項 目 ２ つ  

（ １ ）  セ キ ュ リ テ ィ リ ス ク  内 部 者 に よ る 持 ち 出 し  

 マ ス ク 化 処 理 に よ り 抽 出 し た デ ー タ や マ ス ク 化 す る

前 の デ ー タ を 内 部 者 が 持 ち 出 す 等 の リ ス ク が あ る 。  

（ ２ ）  ク ラ ウ ド 利 用 の 人 為 的 ミ ス に よ る リ ス ク  

 ク ラ ウ ド シ ス テ ム は 、 保 守 や 改 修 を デ ー タ セ ン タ ー

管 理 者 に 依 存 す る た め 、 人 為 的 な ミ ス に よ る 情 報 漏 洩

や シ ス テ ム 停 止 の リ ス ク が あ る 。   以 上  
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受験番号 

問題番号 

 技術部門     電気電子    部門 

専門とする事項  建築電気設備 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字
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( 1 )  太 陽 光 発 電 導 入 促 進 及 び 有 効 利 用 す る 上 で の 課 題  

① 出 力 変 動 が 大 き い  

太 陽 光 発 電 は 日 射 量 に よ り 出 力 が 大 き く 変 動 す る 。

よ っ て 、 電 力 系 統 に 太 陽 光 発 電 の 割 合 が 大 き く な れ ば

な る ほ ど 、 需 要 と 供 給 を 一 致 さ せ る こ と が 困 難 と な っ

て く る 。  

② 電 力 品 質 の 向 上  

太 陽 光 発 電 に よ っ て 発 電 さ れ る 電 力 は 直 流 で あ り 、

イ ン バ ー タ を 用 い て 交 流 に 変 換 す る 必 要 が あ る 。 イ ン

バ ー タ を 用 い て 変 換 し た 交 流 電 力 は 電 力 会 社 が 厳 し く

管 理 し て い る 商 用 周 波 数 に 完 全 に 一 致 し な い こ と が あ

る な ど 品 質 面 で 問 題 が あ る 。  

③ 固 定 化 価 格 買 取 制 度 （ F I T  ） の 価 格 値 下 が り  

平 成 2 4 年 7 月 に 始 ま っ た 固 定 価 格 買 取 制 度 に お い

て は 、 当 初 は 1 k W h 当 た り 4 2 円 で 電 力 会 社 が 買 い 取 る

形 で 始 ま っ た 。 こ の 買 取 価 格 は 年 々 下 が っ て お り 、 新

規 に 太 陽 光 発 電 を 導 入 し よ う と す る 需 要 家 が 減 っ て き

て い る 。  

④ 土 地 利 用 に つ い て の 課 題  

メ ガ ソ ー ラ ー な ど の 大 規 模 太 陽 光 発 電 設 備 の 新 設 に

つ い て は 、 建 築 基 準 法 の 開 発 行 為 に 当 た る 。 大 規 模 太

陽 光 発 電 設 備 の 新 設 に は 、 行 政 機 関 の 許 可 が 必 要 と な

り 、 必 ず し も 希 望 通 り に 設 置 さ れ る わ け で は な い 。  

( 2 )  重 要 と 考 え る 課 題 及 び 対 策  

( 1 )  で 述 べ た 課 題 の う ち 、 「 ① 出 力 変 動 が 大 き い 」



選択科目     電気設備    科目 

  2 枚目   3 枚中 答案使用枚数 

技術士第二次試験 答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

 技術部門     電気電子    部門 

専門とする事項  建築電気設備 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-2 

と 「 ② 電 力 品 質 の 向 上 」 に つ い て 、 詳 細 説 明 と 具 体 的

対 策 を 示 す 。  

① 出 力 変 動 が 大 き い  

太 陽 光 発 電 は 日 射 量 に よ り 出 力 が 大 き く 変 動 す る 。

出 力 の 変 動 に よ り 、 需 要 と 供 給 の 一 致 が 困 難 に な っ て

い る 。  

こ の 対 策 と し て 、 蓄 電 池 の 設 置 を 提 案 す る 。 蓄 電 池

に よ り 夜 間 の 余 剰 電 力 を 蓄 え 、 昼 間 に 放 電 す る こ と で

系 統 全 体 の 出 力 を 安 定 さ せ る 。 使 用 す る 蓄 電 池 の 種 類

と し て は 、 鉛 蓄 電 池 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 、 N a S 電 池 、

レ ド ッ ク ス フ ロ ー 電 池 な ど が あ る 。  

② 電 力 品 質 の 向 上  

太 陽 光 発 電 に よ り 発 電 さ れ る 電 力 は 直 流 で あ り 、 電

力 系 統 の 中 で 使 用 す る に は イ ン バ ー タ を 用 い て 交 流 に

変 換 す る 必 要 が あ る 。 こ の と き の 交 流 電 力 の 周 波 数 が

商 用 周 波 数 と 一 致 し な い こ と が あ り 、 系 統 全 体 の 周 波

数 や 安 定 度 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が あ る 。  

こ の 対 策 と し て 、 需 要 家 内 に お け る 直 流 配 電 を 提 案

す る 。 負 荷 の 多 く は 直 流 で 動 く も の が 多 く 、 こ れ ら を

イ ン バ ー タ を 介 さ ず に 、 太 陽 光 発 電 に よ る 直 流 電 力 を

直 接 送 る こ と で 使 用 す る 。 こ れ に よ り 、 商 用 系 統 に 送

る 交 流 電 力 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。  

( 3 )  ( 2 )  の 対 策 に よ り 期 待 す る 効 果 と 潜 在 す る リ ス ク  

① 蓄 電 池 の 設 置  

【 期 待 す る 効 果 】  



選択科目     電気設備    科目 

  3 枚目   3 枚中 答案使用枚数 

技術士第二次試験 答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

 技術部門     電気電子    部門 

専門とする事項  建築電気設備 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字
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・ 昼 間 に 蓄 電 池 に 蓄 え ら れ た 電 力 は 夜 間 に 使 用 す る こ

と が で き 、 系 統 全 体 の 電 力 の 平 準 化 を 実 現 で き る 。  

・ 蓄 電 池 に 蓄 え た 電 力 を 災 害 時 に 利 用 す る こ と が 可 能

で あ る 。  

【 潜 在 す る リ ス ク 】  

・ 蓄 電 池 の 寿 命 は 1 0 年 程 度 で あ り 、 太 陽 光 パ ネ ル の

寿 命 よ り 短 い 。 太 陽 光 パ ネ ル よ り も 先 に 更 新 す る こ

と が 必 要 と な り 、 コ ス ト が 大 き く な る 。  

② 直 流 配 電  

【 期 待 す る 効 果 】  

・ 交 直 変 換 設 備 が な く な る こ と に よ り 、 交 直 変 換 設 備

に よ る 電 力 損 失 が な く な り 、 省 エ ネ ル ギ ー を 実 現 で

き る 。  

・ 太 陽 光 発 電 に よ る 電 力 を 系 統 に 送 る こ と が 少 な く な

り 、 電 力 系 統 全 体 の 安 定 化 を 実 現 で き る 。  

【 潜 在 す る リ ス ク 】  

・ 直 流 配 電 の 方 法 は ま だ 一 般 に は 普 及 し て い な い 。 需

要 家 内 で の 電 路 は 原 則 交 流 を 想 定 し た も の で あ り 、

直 流 電 力 を 使 用 す る に は 電 気 機 器 の 仕 様 等 を 変 更 す

る 必 要 が 考 え ら れ る 。 さ ま ざ ま な 基 準 や 規 格 の 変 更

が 必 要 に な る と 考 え ら れ る 。  
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